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第４回中国地方の港湾における地震・津波・高潮、液状化対策に係る検討会議 
 

資料－1 
 
【主な指摘と対応】         

主な指摘事項 回答及び対応 

中央省庁等での検討状況について  

●内閣府が公表した浸水シミュレーションにつ

いて、護岸等の地形データが現状に一致して

いるか、河川部の浸水深さの算定方法など確

認する必要がある。 

●今年度の検討では、水島港と徳山下松港

をケーススタディとして浸水シミュレー

ションを行うが、内閣府が用いた護岸高

さ等もチェックした上で実施する予定で

ある。 

→徳山下松港については山口県から現状のデ

ータを提供いただき、水島港については港湾

台帳や民間企業から情報を収集し、確認を行

った。結果については、資料-3-2参照。 

●徳山下松港では、平成15年の内閣府公表デー

タに比べ津波高が約２倍となっているがなぜ

か？ 

●数値は切り上げているので約２倍となっ

ている面もあるが、震源領域の拡大（日

向灘沖の追加）による影響の可能性があ

る。何れにしても、検討対象となってい

るので、しっかりと議論できると思う。 

今年度の検討内容について  

●今年度の検討について、民間企業をどの程

度考慮するのか？各企業のBCPを踏まえた

上で港湾全体としての対策を考えるのか？ 

 

●資料に検討目的の記載がない。何を扱うか

範囲を明確にして目的を記述し、共通認識

を持つことが必要と考える。 

●先ず、民有護岸を含め港全体のどこに危険が

あるか、経済的な方法で全体像を把握するこ

とが必要と考える。今年度の検討で作成する

マニュアル案は、例えば、港全体のBCPを作

成する上で、経済的に現有護岸の健全性を確

認し、港のどこが危険なのかを判断すること

を目的としている。次回委員会までにははっ

きりとさせたい。 

●今年度の検討では、護岸とその背後地の地

盤が対象で、その上の施設については事業

者が行うという理解でよいか？マニュアル

に関しては、護岸とその背後地の危険性の

評価方法と改善方法をマニュアル化すると

いう理解でよいか？  

●その通りである。 

●背後地盤には、防潮堤や陸閘、水門といっ

た施設も含まれると考えて良いか？  

●現時点ではデータが少ないが、データが入手

できれば取り入れていたいと考えている。 

● 今回の検討と内閣府から公表された検討

方法の違いは以下でよいか？  

・護岸高等について、現状を調べたデータを

用いる。 

・液状化による護岸の沈下を考慮する。 

・構造物の挙動を明確にするため、港空研で

作成した地震動を用いる。 

●その通りである。 
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主な指摘事項 回答及び対応 

●今回の検討で用いる地震動は、内閣府の設

定したモデルでは誤差が大きいため港空研で

提案しているモデルを用い、サイト特性も加

味するとある。高精度の地震動で施設を検討

するという、高度かつ精緻な検討といえる。 

 

今年度の検討内容について  

●民間企業にとって、地震高潮等の情報につ

いて内閣府や国土交通省など様々な情報

が入ってくることとなる。企業側に検討結

果を報告することとなると思うが、色々な

情報で混乱することがないよう、丁寧な説

明をお願いしたい。 

●色々な条件の違いを明確にし、数字が独

り歩きしないよう、前提条件の違いなど理

解していただくことが必要である。 

●水島港と徳山下松港の検討では、護岸断面

の診断数が異なるなど違いがあるが、どの

ような違いがあるのか？  

●民間企業からの提供データ数の違いや地

震動のサイト特性の違いもあり、水島港で

は精緻な検討を行い、徳山下松港ではある

精度を持った経済的な方法で全体像を把握

したいと考えている。 

●最終的なマニュアル化に当たり、瀬戸内海

のような埋立地に対し、水島港や徳山下松

港のサイト特性を適用できるということ

か？それとも個別に行う必要があるか？  

●常時微動観測により比較的簡単にできる

ため、その辺りについてもマニュアルに記

載することとなると思う。 

●現時点では、全国的に最大クラスの津波に

先立つ地震動について、どのような地震動

を用いればよいか決まっていない。今後の

動向を見据えて、複数の地震動で検討する

取組はよい取組だと思う。 

 

●民間の事業所がみて解りやすい資料を作

られてはどうか？  

 

●河川の津波遡上、河川堤防の液状化は考慮

するのか？海岸の護岸のみか？ 

 

●護岸、岸壁のみである。浸水域が広がり

河川堤防の後ろまで及び場合は、河川側の

機関と調整していきたいと考えている。 

●津波シミュレーションの計算時間が12時

間となっているが、十分な時間か？陸上の

浸水域について、水が引く時間を示せれば

有益な情報となるが計算可能か？ 

 

●内閣府に合わせ計算時間を12時間として

いるが、確認の上返答したい。 

→浸透や排水施設の効果を考慮していない

モデルのため、窪地等は長時間浸水する

こととなる。浸水状況は地震発生から2

時間ごとの浸水図（別添資料）を作成し

確認している。 

今後の進め方について  

●地震、津波による浸水域がどのようになる

かきちんと情報提供するということだが、

色々な被害想定との違いを説明すること

も必要である。広い視野に立った上で、そ

の他にも検討してくださいというコメン

トや提案が、今後BCPを策定する企業にと

って有用になると思う。 

 

 


